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移行経済 における会計の役割 と国際協カ

　　　　　 ロ シ ァ へ の 会計技術支援

齋　藤　久美子 （和歌山大学）

1．会計言語説 と会計 の 役割

　会計学の領域で は 国際会計基準の時代に な っ て

各国の 会計の差異に っ い て 語る時代ではな い とい

われて きて い る が そうで あろ うか 。それ はある意

味で は 妥当で ある 。 しか し、それ は先進資木主義

国 の み をそ の 対象とするな らばと い う限定 にお い

て で ある 。

　
一
方、環 日本海諸国、なか で も旧 ソ 連諸国は国

際会計基準に移行 しっ っ ある とは い え，い まだ 旧

ソ 連時代の会計 シ ス テ ム か ら解放 されて い な い。

さら に た とえ、制度だ けを移行させ た と して もそ

れが実行され て い な い と い う事情を考慮すれば旧

ソ 連諸国 に 対す る会計技術支援、と りわ け旧 ソ 連

諸国 の 会計 の 特殊性 を理解 したうえ で の 会計技術

支援が い ま だ 必要 で ある こ とは 自明 で ある 。

　 1998年 3月 6 日付で ロ シ ア 連邦政府に よ っ て 採

択 され た 1国際会計基準と の 調和化会計改革プ ロ

グ ラ ム 」 で は 10年 の 歳月を か けて ロ シ ア で は会 計

改革 を 進 め る と い っ て い る。し か もそ の
一

歩 が

2001年 1 月 1 日 よ り施行 さ れ た 新 し い 勘定 計 画

（勘定科 目 表）で あ っ た 。 す な わ ち 、ロ シ ア の 会

計改革 は い まだ始 ま っ たば か り な の で ある。

　 と こ ろで 筆二者 は 会計 言 語説 に 立 っ て ，ロ シ ア ・

1日ソ 連諸 国 へ の 会計技術 支援を行 っ て き た 。筆
．
者

自身はそ の 活動 を体系化 ・理 論化する 必 要が あ る

と考え て い る。 しか し、た と え ば開発経済論か ら

み て も会計学者 の 立 場 か ら 「会計技術移転」 と い

う立場で 研究を行 っ て い るの は ご く少数で ある。

2．会計技術支援の現場か ら

　で は次に筆者 自身がかかわ っ た会計技術支援 に

つ い て簡単に述べ てみ た い 。

（1） 現地研修 （講 師派遣 型） と招 聘研修 （研修生

　招聘型）

　大 き く分類す ると現地 研修 〔講師派遣型） と 日

本 へ の 招聘研修 （研修生 招聘型） に 分け られ る 。

現地 にお い ては 5 日稈度 の財務 諸表作成を中心 と

す る セ ミナ
ー、または財 務分析 を中心 とす るセ ミ

ナ
ー

を行 っ て きた。現地 とは ロ シ ア の ハ バ ロ フ ス

ク、ウ ラ ジ オ ス トク、サ ハ リ ン とい う環 日本海地

域 の 日本 セ ン タ
ー

以外に モ ス ク ワ ・プ レハ ー
ノ ブ

経済大学、モ ス ク ワ 大学、サ ン ク ト・ペ テ ル ブル

グの H 木セ ン タ
ーな ら び に そ の 出張講座と して エ

カ チ ェ リン プ ル グ、プ ラ ゴ ベ シ ェ ン ス ク、ノ ブ ゴ

ロ ド、さらに ロ シ ア 以外で は ウ ク ラ イナ 、キ ル ギ

ス の 日本セ ン タ
ーを指す 。

　また招聘研修と は 1週間か ら 3週間、 ロ シ ア か

ら研修生 を招聘 して 行うも の で 期間中、筆者が数

日、講義 を担 当 した 。 そ して筆者 自身は そ の なか

で 財務分析 を中心 と して 講義を行 って きた 。 もち

ろ ん 、それ以外 に 企 業見学など の プ ロ グ ラ ム が組

み 込 まれ て い る。

（2） 財務諸表作成講座 と財務分析講座

　次 に 今 まで 筆者 自身が か か わ 一った会計技術支援

の 内容 に つ い て 述 べ て み よ う。

　筆者 が 行 っ て きた 簿記会計講座 や財務分析講座

〔現地 講座）は い ず れ も 1回連続 5 日間、 1 日 6

時間実質 の 授業 で あ る。形 式は午 前中 3時間 、 午

後 3時間 で 、昼休み はそ の あ い だ に 1時間か ら 1
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時間
’
1’・、それ以外に午前中、午後 とも コ ーヒープ

レ イ クをそれぞれ 15分間ぐらいず っ と る 。 講義開

始 は 9時30分、講義終了 は 17時 ぐらい が多い 。 最

終 日の午後は試験に充て る 。

　カ リ キ ュ ラ ム は 5 日間で、西側式財務諸表の 作

成 と簡学な財務分析を行える よ うに 組まれ て い る 。

受講対象者は 企業の経理担当者を主 と して 、他に

大学教員など で ある 。 1993年に ロ シ ア大統領令に

よ る 臨時規定で 「監査士」 が国家資格に された 。

彼 ら の なか に は 「監査士」 の 資格を も っ た もの も

多い。

　で は、こ の講座 は どの よ うな こ と に 注意 して 行

われ て い るで あろ う か 。 筆者は 主 に 次の よう に行

っ て い る ．

　  ロ シ ア で は 旧 ソ 連時代か ら国家に よ っ て 定め

　　 られ た統
一

的な 「勘定科 目表」 に 従 っ て 会言1．

　　処理が なされて い る 。 それが少な くと も 日米

　　に は存在 しな い ため、勘定の 分類、資産、負

　　債、資本、費用 、収益 と 分 けた
一

覧表をあら

　　か じめ用 意 して 配布 して い る 。
ロ シ ア の 会計

　　事情に精通 しな い 講師が講義を行う場合、会

　　計人 に は あまり に も自明 の こ とと して 省略 し

　　て しま うため に所期の 目的を達成で きない こ

　　 とが しば しば起 こ る 。

　  ロ シ ア会計に は存在 しな い 商品勘定 の 三 分法

　　に っ い て 念入 り に 説明す る。

　  ロ シ ア で は IRソ連 時代 か ら 仕訳帳 は 16種類存

　　在 して い る （わが国 の 特 殊仕訳帳 に 若干、似

　　 て い る）。ま た 、元帳 の 形式 も異 な っ て い る。

　　また 、
ロ シ ア の 会計 で は 財務諸表 の 下書き の

　　精算表がな い た め に 、こ れ に は 非常 に 時間 を

　　か け る。それゆえ、帳簿組織に っ い て 、最初

　　に 概観 し、精算表 は 試験前 日の 4 日 目 の 夕 方

　　 まで に 終 了する。

　   ロ シ ア で は 発生 主 義会計の 歴史が浅 い c 決算

　　整理事項 を な か な か 理 解 して も ら え な い の で 、

　　 こ れ に も時間 を か け る 。

　  ロ シ ア で は 1992年の ハ イ パ ーイ ン フ レ
ー

シ ョ
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　　 ン （毎月25パ ーセ ン ト）の とき も、国際会 計

　　基準に 基 づ い た イ ン フ レーシ ョ ン 会計が適用

　　され なか った 。 しか し、国策 に 基 づ く再評価

　　が何度か行われ た 。
こ れ が ロ シ ア の 資本勘定

　　を著 しく不可解に して い る。また、財務分析

　　を行う場合もそれ ゆえ、自己資本比率 が 大 き

　　 い ロ シ ア 企業が優良企業とは い えな い 。

　ほ か に もさまざ まな点が あるが、紙 幅 の 関係上 、

省略 した い
。 講義は

一
方通行の も の ではな く、演

習問題を豊富に 用意 し、実際 に 受 講生 に 黒板 を使

っ て 説明 して も らって い る 。 また、指 名は ラ ン ダ

ム に行 い
、 わか って い るも の だけ が 解 答す る よ う

な シ ス テ ム で はな い
。

　受講生 は い つ 自分が指 名され る か 常 に 緊張を持

って 講義を聴き、問題演習 を行う。さ ら に 最終 日

の 午後に試験が行われ るが、講 師が何 を言わず と

も、訪 日研修の対象者はそ の 成績 が重視 され ると

受講生は考えて い る 。 それ ゆえ 、

．．．
生 懸命 に 講座

に取 り組む 。 また、受講生 は欧米流の 企業会計を

身に っ ければ給料が 100倍 に な る ロ シ ア の 現状 の

なか で 、 必死 に 生 き残 ろう と して い る。した が っ

て、講座 に 熱 が 入 る の は 当然 で あ る。

　優秀者 は 日本 に 招聘 され、財務分析を 中心 と し

た講義 と企 業視察を 行 い、講 義を 受け る。受講生

た ち は 日本 で も研修 に懸命に取 り 組み 、ロ シ ア で

の 生 き残 り を か け て、努 力を続け る の で ある 。

3 ．今後の 課題

　本稿冒頭 に も述 べ た よ う に 、ロ シ ア の 会計制度

は 工998年か ら10年間 か け て、国際会計基準 との 調

和化が 図 られ る 。 H 木の 隣 岡 ロ シ ア 、そ の 市場は

あま り に も 大き い。 しか しなが ら、ビ ジネ ス の 世

界共通語 で あ る はず の 会計 の 違 い が大 きすぎ、や

や もすれ ば ロ シ ア の 特質が不 明確なた め に ビ ジネ

ス
・チ ャ ン ス を逃 して い る こ とが多 い 。わが国 の

ほ うか らも ロ シ ア 会計の特徴を理解する ように務

め て、相 互理解を環日本海諸国 と して 深め る べ き

で ある。
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